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ピードトップの予乾とそのサイレージの品質について

高　井　棋　二・佐々木　泰　斗

（東　北　農　試）

1．讐　え　が　き

シこしガーピ」トの副薄物であるビートトップはビート栽

培酪農家忙とってけ曾重な飼料源である．しかしながら．

このビートトップは多肉質．高水分であ少．それに加えて

収穫期は低渦期であることから．一騎に良質サイレージは

呵ら●九ていない．

そこで本試槍では．この時糊におけるビートトップの予

乾処理の可紳性とその材料から得られるサイレージの品質

を比較しようとして．以下のよ，な試幹を行なった．

2．供拭材料と賦験方法

本紆吟に僕したビートの品稀は漢人2号で．ビートトッ

プの切取少は昭和37屯11月5日．6日に行なった．その

生育は良好でなく．全般忙笥曙病に上る被書が甚だしかっ

た・刈取時のビートトップの楷書は51・9m．1億当少重

竃は4禽aO g（萄部雪月78．1g．冠部重153．9g）

萄数は48枚（年率数20埠．括琴熱望8枚）であった．

この刈取時のビートトップの相成は水分8716％．粗

蛋白質札08％．租脂肪几要1宅．可溶性無窒壊物色66

％．粗繊維1・74％及び租灰升1．18鴛であった．

ビートトップの予乾在調査では5日刈少のものを3‰あ

て9点採取し．これを圃場に広げ．その重量の増減匿を珂

べた・このほかK・8eharrorら忙上る定量法化上って刈取

直後，予乾初期及び後期におけるビートトップ確戯含量の

推移も調べた．

また，予乾ビートトップのサイレージ調製で軋　6日刈

少のビートトップを第1回（刈取当日詩），第2回（予乾2

日詰），第3回（予乾4日話），第4回（予乾9日詰）の

処理法に従って小型試験用サイロ（径7mOd■，深さ91．

0傭）に詰めた．話込に当っては，省力調製ということか

ら無細切のまま詰めた．詰込材料は粗大なため踏圧は充分

に行なわれないので，体重約6m0鴎の者2人で行なレ，

その後表面などニール布で覆い，1ガにつき104恥の土

を盛少，貯蔵初期7日間は日に1度上から踏圧を行なった．

この貯蔵期間中は醗酵温度を調べ，製品の取出は話込後約

5カ月後に行なった．その製品については割合，品質，組

成などを調べたが，PE価の測定は搾汁についてガラス電

篠田　メーターによって，乳酸・酪酸及び酪酸含量は

牙も工Eト　民法に上って，篠酸含量は前述の方法によって

行った，

3．試験成蛾の概蓼と考嚢

1　予乾瞳の調査

予乾狩の気象条件の良否はビートトップの水分の減

少匿に影欄するものであるが．調香年喋における11月

上・中旬の最高気温に＆9－18．0　℃．最低気温は乱5

－1L1℃で低く．日照は0－73時間．降水昂は0～

望見1乃一肌で（軌Il気象月報）．予乾処理には不適当で

あった．

本調査の結果によれば．予乾材料の水分を70電窄瞳

に下げるには．およそ10日間の日数を必聾とした．そ

の水分と気象との関係は訊1岡のよ，にを少．刈取軍搬

直後8L67鴛であった水分が．増減しながら次訊忙減

少した．これは気温の高低．降水量の有無あるいは日照

時間の長垣をどと痛堵な闇係のあることを示している．
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第1図　水分と気象との関係

ま犬：．ピートトップの予乾による梓酸含雷の変化は豹

1表のようになり．試料の採取法による誤美も考えられ

るが．予乾処理による減少僻向は明らかである．こ・の凍

少匿は予乾初期によ　多多ヽといえよう．
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符一・1表　水分及び繹酸含篭の推稚く％）

水　 分
稽　　　　　 醍

新 鮮 物 乾　　 物

予 詫 材 料 8 乱魯8 0．8 2 8．† n （l l1 0 ．0 ）

予 環　 2 日 8 4．5 8 1．8 ＄ 8．4 7 （9 8．8 ）

予 曙 I ll 日 6 8．4 4 1．1 5 8．4 8 （9 2．り

2．予乾サイレージの品質

各処理区の詰込後約2週間のサイ口内隠匿とサイロ

附近の気温との憫係を開示すれば．れ要図のよう忙なる．

サイ口内温碇に何れの処坪区も20℃以下であったが．話

込当日の針鼠▼材料の温暖に大きく影響されることを示

し．これが徐々灯外気温の高さに接近した．との試興で

佐和2回・和4回．第1回及び飢3回話込区の順に温度

が低くたった．
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第2図　サイロ内海度と気温（平均値）

各処理の話込第1日のサイロ内職匿には．勘2回話込

区と椚1回．第3回詰込区間．れ3回話込区と萌4回話

込区間にT－1零の危険取で．第1回詰込区と豹3．第

4回詰込区間．訊2回詰込区間にT－5鴛の危険窓で有

竜葺が閉められた．

本試鱒では貯蔵期間が長かったため、不良部及び減量

け何れの処理区にも多かった．これはビニール布とサイ

ロ壁との間忙間隙ができ．そこから空気が侵入したた‘め

と考えられる．良部．不良部共れ1回詰込区と希望国．

第3回．れ4回話込区間に危険率7－1号で有預羊が認

められた．

第2表　製品利合く3碁平均．電）

良　　 部 不 良 部 減　 量

升 l 同 4 0．6 ：1 4 5 14 8 7 ．日●

オ 2 呵 1 6．n l 7 7 ．H a 5 ．5 0

升 8 呵 2 1．5 1 7 lI．n 2 8 ．4 †

牙 4 呵 1 1．9 1 8 8 ．1 tI 5 ，9 8

ビートトップ　サイレージの乳酸含昂は概して少なく

酸味．脾臭は蹄かった．これはビートトップ佗枯葉が多

く．小型サイロに長いままで詰込んだこと．貯蔵期間が

長かったことなどによったものと考えられる．これを塔

酸100として表わせば割符表のよりになり．腰して酪

酸の生成儀が多い・乳酪・掃静については．T－5電の

水準で有意差を認めなかった．これらサイレージの等級

は何れも良であった．

第丹黄　軋醜・精絆・酪徴及びpH価（3慕平均）

乳　 酸 麟　 醍 酪　 酸
p H 年

華　 龍 電　 飾

升 1 回 ㈹ 1㌔ £4．8 7 ¢ 7．・O l 8．8 ● 8．1 線

升 目呵 †1．4 0 8 8．0 8 1．8 † 5．4 ■ l．2 8

サリ巨呵 8 8．5 1 も5．†n 1．7 9 5．n B 5．2 8

十 ●呵 b B．6 0 8 7．2 ∩ 0 ．8 0 5．●7 5．1 6

pH価は葉部．冠部について測定した．その価は一般

に高く．殆んど5．0以上であった．

葵部のpH価は概して冠部のpH価よク高くをク．ビー

トトップの冠部の糖分が醸辞に役立ったことを示してい

る．第3表に示した結果によれば．第3回・鴇1回．覗

4回及び豹虫回請の順に佃が高くをク．第3回話込区と

他区との開化で－1～5雫の危険寒で有意差が認められ

た．
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第3図　サイレージの確酸含量（3基平均）

篠酸含量はサイレージ化することに上って減少するも

のであるが．無予乾状態で貯蔵したものよク予乾処環後

貯蔵した万に，より減少することを常めた．含有率の差

の峰帝捨臭化よれば．租1回詩込区と他処理区との間に

7－1鴛で有意幕が苛められた　訊き囲寿昭．

ビートトップ　サイレージあ飼料成牙は訊4覇に示し

た．との分析結果によれば．水分含量は70～75鴛の

範卵内にあり，水分過多の状態と紹＝ハえない．この水分

含量にはT－5零の水漢で有意斉が甥められをかった．

明4表　　飼料成分（3蔓平均．電）

水　 分 租 蒼 白 職 将 肪
可溶 性

無 N 均
租 嶋 穣 増収 分

甥，1 1可 7 ●．9 5 4 ．8 0 0 ．8 1 1 8 ．望○ 8．2 8 8 ．9 5

升 2 回 7 2 ．5 8 4 ．7 8 0 ．8 5 1 鼠 0 8 8 ．5 9 4 ．8 7

升 8 回 7 ▲8 8 亀4 5 0 ．逼9 1 2 ．8 8 8．8 8 ▲0 0

十 ◆同 †2．8 8 4 ．7 も 0 ．盗† 1 ▲2 4 8．8 6 4 ．4 2
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ビートトップ　サイレージの水分と良質部率との間には

¢て晩や1％で作手た軒の椚閥があり．水卦と不良都率と

の闇に打什喚環1電で存意を句の削間がある．

水汁とPH価とのl軋では等部．軍部共忙負の相関がある

で：†・・†九も什巧でたい．tた水卦と乳憎・辟酸との間にも

それぞれ幣の嘱l閥が認められたが有意で打なかった．

沃込1Rのサイロ内職匿と良郡との間に虹色．水分と

不良鞘との間にけ正の削順があるがIHIれもイj一意ではない

水分と肇部pH価との間には危険率1篤で有意を正の相

聞があったが．冠部のpH価とのl綿には5零の水準で有

＿吋を嘱目捌けなかった．また水升と乳餞・酪酸との間にも

付語を机l明けなかった．

4．ま　と　め

一般に横部収穫期のシュガービートのトップは高水分

状憩であることから．サイレージ化に当っては水分の調

等が必皆とされるが．この時期の岩手帖佗かける気象条

件け短期予乾には不満当で．多汁をビートトップの水分

の戒少額は噸めて媛鰻に行なわれる．しわし．この予乾

鴫瑠佗よってビートトップの袴餞含篭はかなり減少する

よ　うである．

サイロl勺の崗酵温暖は話込材料が話込前に受けた予乾

処環中の気環考件によって環化し．これが製品割合や品

質に影響を及ぼす梼果となった．す夜わち，こ・のサイロ

内堀瞳に憫係する条件として．当然詰込材料の水分含最

が考えられるが．予乾時の気温・日照時間・降水呈など

もあげなければならをレ、．このサイロ内の温瞳と不良都

電の咽係を見ると．この間に市の有意を榊関があり．隠

匿とpHとの間にも正の有意を和蘭が認められ．その影

輝の大きいことを元している．

ヰた．本試頻では紡績切状態で小型サイロに詰め．し

かも約5カR忙わたって貯徴したが．高水升状憩のもの

が稲■吊博打劣るがカどの発生窄匿が蘇く．腐敗部がゆ

たくやることを知った．このことから．話込に当っては

ビートトップの切取後2日軽暖の晴天日が咤けば．瞬匿

の予乾が瑚待できるので．長明にわたる予乾鴫押の必曹

仕行いといえよう．

ビートトップの篠碑含骨は予乾処理によって減少する

が．これをサイレージ化すれば電化戒少するから．これ

らの租合せ妊ビートトップの剰円上有責秦であるといえ

よう．（■文献省略）

共同酪農における資産評価法と経営分析について

中山誠一郎・神保憲蛙・五十鍋肌1驚

（山形県鳥試）

1．日的と方法

農業にかける資本装備の高変化とともに費本効薮の検

討ということが．これj∵での土地．労働佗関する生産性

の検討と同等に乗せをことである．賓本幼名の検討のた

め把はいろいろを指標が算出されるが．その前提として

棺賓額の確定とその後の質的電化の状態が忙しく把轟さ

れていなければならない．とのことば企葵的性格を徐々

にそなえつつある農業権営体の財務管理上からも青曹事

項である・

農業権習体のもつ噂藷のなかでも構成比奉が高く．生

産過程への関与のしかたが鮮織的な同定環簾を特に開場

托し．ますその賃的賃化を価値づける評価法について検

討した．その後吟味した軽蔑評価の梼巣を括した侍営徴

折を試みたが．ここに報告する例は山形県下の農業経営

仕のなかでは比較的企業的昭博と実質を兼ねそなえてい

る共同酪農についてである．

研究の対象としたA，E二つの共同酪農の椎骨概況仕

訳1表忙示されるが．対比するなかで特徴的なことは．

A共同呵農は新農村建設事業の補助を置けて改立された

いわゆるモデル共同酪農であり．B共同酔幾は関係臓家

の同志的結合で自主的忙設立されたもので規模は小さく

施設設備佗おいでも必轡の最低を充ナものである．

筍1表　共同酪農の繹常概況

A　 L B

創　　　 業 絹 穐 8．1 1 昭 札 5．1 2
関 係 農 家 5 ●
飼 徽 稽 穫 8　∩ 1 5

倦 電 上 葛 4，8 0 l．9　千円 8．∩ 5 4．8千 円

礫 物 役 僧 8．抒 al ．9 リ　8 8．8
機 械 欝員 8 8　0，4 9　5 5．4
乳　　 牛 8．† 4 7．8 1．8　B p．∩
牧 野造成費 8 8 0．4

出　 曹　 金 臥 8 1 臥 8 1．8 0 m 0
長期借入金 2．8　7　0．7 1．5　洪 5，∩
神　 劫　 令 1．8 n 5．n ∩


